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研究成果の概要： 
本研究においては、慢性閉塞性肺疾患（COPD）の発症幾序における体格の役割を、画像解析

と遺伝子多型解析の両方から行った。画像解析においては COPD 患者の CT データのコンピュ

ーター解析を行い、COPD 患者のサブタイプ分析（phenotyping）を行った。また、疾患のサブ

タイプと体格との関係に関する検討などを行った。その結果、COPD は気道優位型および気腫

優位型のサブタイプにわけることが可能であること、また、このうち気腫優位型のタイプに関

しては体格との関連が強いことが判明した。この結果に関しては、英文にて論文化し、国際誌

（Thorax）にその結果を発表した。一方、遺伝子多型と体格に関する解析においては、残念な

がら有意な関係を見出すことは出来なかった。 
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１．研究開始当初の背景 
（１）慢性閉塞性肺疾患(COPD)は、今後更に
増加することが予想されている疾患である。
COPD の最大の原因が喫煙であることはよく
知られているが、総ての喫煙者が将来 COPD
に罹患するわけではなく、約 20%の喫煙者の
みが COPD に罹患する(喫煙感受性)と考えら
れており、その感受性の差は現在も不明であ
る。（２）一方、COPD 患者には、肥満型の
Blue bloater タイプと痩せ型の Pink puffer タイ

プという概念が古くから存在し、Blue bloater
は Pink puffer と比較して、咳や痰が多く慢性
気管支炎型であるのに対して、Pink puffer は
気腫病変が多く、安静時の呼吸困難感が強い
肺気腫型を代表していると考えられていた。
しかしながら、COPD は本来、多因子疾患で
あり、今日 CT や病理学的解析の結果、肺気
腫病変と気道炎症の両者が混在し、古典的な
２型と現在の臨床像は、必ずしも 1 対 1 には
対応しないと考えられている。（３）本研究代
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表者らは、このような COPD の複雑な病態解
明を目的として、CT 画像解析法を開発して
きた。この画像解析法を用いれば、気道壁の
肥厚を認める気道病変群と、肺野に低吸収領
域の増加を認める気腫病変群とを個別に評価
し、COPD の病態を大別（phenotype 化）する
ことが可能と考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、喫煙者の画像データ、肺機能検
査データ、臨床データ、遺伝子多型などの関
係を検討し、COPD の発症機序と体格との関
係を明らかにする事を目的とした。 
 
３．研究の方法 
CT 画像データを用いてコンピューター解析
を行い、COPD 患者のサブタイプ分析を行っ
た。具体的には、気道壁の肥厚を認める気道
病変群と、肺野に低吸収領域の増加を認める
気腫病変群とをそれぞれ WA%、LAA%と言
う指標で評価し、体格との関係を検討した。
また、遺伝子多型と体格との関係の検討も行
った。 
 
４．研究成果 
CT 画像データを用いてコンピューター解析
を行うと、COPD は気道優位型および気腫優
位型のサブタイプにわけることが可能
（phenotyping）であること、また、このうち
気腫優位型のタイプに関しては体格との関連
が強いことが判明した。この結果は、肥満型
の Blue bloater タイプと痩せ型の Pink puffer
タイプという古くから存在する概念を証明す
るものであり、国際的にも高く評価された
（Thorax 2009: 64(1) Editorial）。一方、残念な
がら、今回の研究においては遺伝子多型と画
像解析結果の間に有意な関係を見いだすこと
は出来なかった。今後の展望としては、更な
るデータの蓄積を行い、大規模データセット
による遺伝子解析の実施、3 次元 CT 解析の
実施などを行い、COPD の発症機序と体格と
の関係をさらに解明することが考えられる。 
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